
令和６年度 学校教育目標等（案） 

 

１  学 校 教 育 目 標 

・自ら学び、考え、行動する人 

・個性豊かで、明るく、思いやりのある人 

 ・心と体を鍛え、力強く生き抜く人 

 

２ スクール・ミッション 

(1) 関連する科目のまとまりである「系列」及び幅広い選択科目の学習を通じて、自立して生

きていくために必要な能力や態度を身に付けた生徒の育成 

 (2) 地域の高校として、地域の教育資源を活用した教育活動を通じて、地域の未来を創ってい

く生徒の育成 

 

３ ３つの方針（スクール・ポリシー） 

○育成を目指す資質・能力に関する方針 

①自ら学び主体的に考え行動できる生徒の育成（自立心、探究力） 

②自他を尊重し、互いに協力、協働し合える生徒の育成（協調性、共感力） 

③地域に貢献し、自己を表現、発信できる生徒の育成（公共心、自己表現・発信力） 

○教育課程の編成及び実施に関する方針 

①普通教科、専門教科の学習の他、教科横断的な学習等、多様な学びを通して、社会で生

きていくための基礎的、汎用的な力を育成すると共に、個々のニーズに応じた探究的な

学びを実践できる教育課程を編成する。 

②生徒一人一人の学習ニーズや進路希望等に応じて科目選択を行い、自己のキャリアデザ

インの実現に向けて、他者と学びあい、協力・協働しあえる教育課程を編成する。 

③３年間の系統的、体系的なキャリア学習を展開し、地域・企業や他校種と連携・協働し

た体験的、実践的な学びを推進し、様々な場、機会を通じて、学習の成果を発表、発信

できる教育課程を編成する。 

○入学者の受入れに関する方針 

①自己の目標や進路の希望が明確で、その達成、実現に向け努力できる生徒 

②自己を見つめ、仲間を思いやり、他と協力・協調できる生徒 

③郷土を愛し、地域に貢献したいと願う生徒 

 

４ 指 導 上 の 重 点 事 項 

重点

目標 

・基本的生活習慣、規範意識を定着させ、自らを律する心や多様な他者を思いやり

尊重する心の育成に努める。 

・個性の伸長と進路実現を目指し、自ら学ぶ意欲・態度の育成に努める。 

・自他の生命を尊ぶ態度、健康・安全・福祉に係る意識を高揚し、たくましい心身

の育成に努める。 

学
習
指
導 

①評価法の工夫による学習意欲向上 

②ＩＣＴの有効活用と発信 

③地域資源・地域人材等を活用した授業内容、学習方法の工夫 

生
徒
指
導 

①学習活動や生徒会活動等、全ての教育活動で共通して行う生徒指導の実践 

②いじめや不登校等の未然防止と早期発見・対応の実践 

③家庭や地域と連携を図り、日常的な教育相談の推進 

進
路
指
導 

①小規模総合学科校としての特色あるキャリア教育の確立と実践  

②自己理解にもとづく主体的な進路選択・行動のできる生徒の育成 

③家庭・地域と連携した組織的な進路指導の推進 

健
康･

 

安
全
指
導 

①生活習慣や心身の健康等自立的な健康管理を促す指導の充実 

②安全で健全な生活を営むための安全指導及び防災教育の充実 

③日常の美化活動等を通じた学習環境、地域奉仕への意識の高揚 

 



領域

領域

教育活動

今年度の目標 目標達成のための評価の観点

      北海道森高等学校　令和６年度学校経営シラバス

学
習
指
導

①評価法の工夫による学習意欲向上
①生徒の学習活動をそれぞれの観点から適切に評価し、その評価が生徒にとって次の学びへ
   のモチベーションとなっていたか。

②ＩＣＴの有効活用と発信
②タブレットや視聴覚教材等を積極的に活用し、生徒にこれまでと違った視点からアプロー
   チすることで、学びの深化を図り発信することができたか。

③地域資源・地域人材等を活用した授業内容、学習方
　法の工夫

③地域資源・地域人材等を活用し、生徒の実態に応じて主体的・対話的で深い学びを導くた
　めの授業改善がなされていたか。

【校訓】「駒ヶ峰（こまがね）の風となれ」～駒ヶ岳のように雄大で、故郷を温かく包み込む人間になれ～

生
徒
指
導

③家庭や地域と連携を図り、日常的な教育相談の推進
③生徒の健全育成を推進するために保護者や地域と密接に連携しながら共通理解を図り、
　協働して教育相談をはじめとする生徒の成長を支える取組を行うことができたか。

②いじめや不登校等の未然防止と早期発見・対応の実
　践

②生徒が自分の大切さとともに他の人の大切さを認め、安心・安全な学校生活が送れる環境
　が醸成されたか。

①学習活動や生徒会活動等、全ての教育活動で共通
　して行う生徒指導の実践

①生徒一人一人の個性を伸ばし、社会の中で自分らしく生きていくために必要な資質・能力
　の育成を教職員の共通理解の下、全ての教育活動を通じて図ることができたか。

進
路
指
導

①小規模総合学科校としての特色あるキャリア教育の
   確立と実践

①キャリア教育の点検・見直しを行い、全教職員の共通理解の下、生徒の実態に合った３年
    間の系統的・計画的キャリア教育が行われ、年次ごとに必要な資質・能力が身に付いた
    か。また、年次間の連携が図れたか。

②自己理解にもとづく主体的な進路選択・行動のでき
   る生徒の育成

②産業社会と人間・総合的な探究の時間（ＣＬ）、各種検査・模試結果の活用、 面談等を
　通じ、生徒の進路希望や適性を見極め、１つ上を目指す効果的な指導を行うことができ
　たか。（進学指導の重視）

③家庭・地域と連携した組織的な進路指導の推進
③保護者や関係機関と連携が密に図られ、各年次ごとに適切な情報提供や組織的進路指導
   が推進できたか。

健
康
・
安
全
指
導

①生活習慣や心身の健康等自立的な健康管理を促す指
   導の充実

①関係機関と連携し、心身の健康管理や望ましい生活習慣の確立に向けた意識啓発・指導
   を実施し、生徒の意識を高揚させることができたか。

②安全で健全な生活を営むための安全指導及び防災教
　育の充実

②薬物乱用防止や防犯・交通安全指導、情報モラル指導、防災避難訓練等を計画的に実施
　し、生徒の危機管理意識を高揚させることができたか。

③日常の美化活動等を通じた学習環境、地域奉仕への
   意識の高揚

③環境整備及び美化活動が全校的・計画的になされ、校舎内外の美化が保たれたか。

学校経営

今年度の目標 目標達成のための評価の観点

信
頼
と
活
力
の
あ
る
学
校
づ
く
り

①道職員として道民(町民)の負託に応え、信頼される
　学校づくり

①様々な機会を通じ、保護者、地域との信頼関係の構築がなされ、地域の期待に応える教
   育活動を実践することができたか。

②さまざまな方法による本校教育活動についての情報
   発信

②教育活動内容や成果等を、保護者、地域、 全道へ適切に周知できたか。

③地域、異校種、関係機関との連携による教育活動の
   充実

③学習、生活、部活動、ボランティア活動等を通じ、連携・協力を図り、地域に貢献でき
   る教育活動を行うことができたか。

④社会に開かれた教育課程の実現 ④地域の教育資源を積極的に活用し、学習内容をより充実させることができたか 。

⑤カリキュラム・マネジメントに資する学校評価の工
   夫・改善と活用

⑤教育計画・重点目標の達成状況が適切に評価され、教育活動の改善に活かされているか。

組
織
運
営

①小規模総合学科校としての将来像構築と全教職員の
   経営参画・協働意識による学校力向上

①教職員各自がスクール・ミッション、スクール・ポリシーを意識し、協働してその実現に
　向けて取り組むことができたか。

②分掌組織、年次間の連携強化 
②組織体制の整備、分掌・年次間の情報共有と連携による業務の効率化・推進が図られたか。 
 


③団体会計や私費会計の適切な処理 ③相互牽制が機能し、適切な会計処理がなされたか。

教
職
員
の
資
質
向
上

①教科指導力、生徒指導力の向上を図る効果的な研修
   の実施

①授業公開や授業評価等の活用による授業改善に向けた組織的な取組・研修が計画的に進ん
　だか。

②校内外の研修等への参加と成果の共有化 ②資質向上に係る研修に積極的に参加し、その成果を他の職員と共有することができたか。

③服務規律の保持及び危機管理能力の向上
③服務規律に係る様々な取組を通じ、「不祥事は絶対に起こさない」という強い決意の下、
　教育公務員としての責務を果たすことができたか。

働
き
方
改
革

①勤務時間外労働時間の縮減
①ワークライフバランスの視点を取り入れ、教職員それぞれが勤務時間を意識した働き方
　を推進できたか。

②年休取得率の向上
②教職員が積極的に休暇を取得し、心身のリフレッシュを図る機会を設けることができた
   か。

③業務の効率化と組織体制の見直し
③教職員間で業務や組織体制の見直しを話し合う機会を設け、改善策を出し合い、実行する
   ことで組織全体の働き方改革が推進できたか。


